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図２．金沢市大桑町西方の更新統大桑層一卯辰山層境界部の地質柱状図および対応する富樫丘陵
北部（LOC､０；山本,１９９６；Locs］'２：杉本ほか,1999）との比較．
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質砂岩。白色細粒泥質凝灰岩・白灰色凝灰質泥
岩。凝灰質砂岩（層厚45ｃｍ；写真⑤），斜交ラ
ミナの発達する砂質礫岩～含礫粗粒砂岩(1ｍ)，
砂質泥岩・中粒砂岩（30cm），斜交ラミナをも
つ含礫粗粒～礫質中粒砂岩（１３ｍ），含炭質物
白灰色砂質泥岩。泥岩(UMal?；1ｍ;写真⑥)，
基底に下方浸食痕（写真⑥）をもち斜交ラミナ
が著しく軟質泥岩礫を混じえる含細礫極粗粒～
粗粒砂岩(5.8ｍ；走向。傾斜:N20oE･28.Ｎ)，
砂質泥岩・泥岩（２２ｍ），露出欠（1.3ｍ），白
灰色凝灰質泥岩（30ｃｍ），基底に巣穴生痕をも
つ含礫中粒砂岩（５０cm），含炭質物泥岩．凝灰
質泥岩(２５ｍ),砂質礫岩～含礫粗粒砂岩(45cm)，
基底に浸食痕をもち白色凝灰岩疑礫。泥質基質
を含み斜交ラミナの発達する砂質礫岩～含礫粗
粒砂岩（27m+）の順に累重している。
上記の20ｍに及ぶ岩相変化の激しい礫質～砂
質岩と泥質岩の互層は近隣の犀川河床や周辺地
域に発達する大桑層とされる地層には認められ
ない性状であり，富樫丘陵北部の卯辰山層下部
に符合するものである。
さらに，これらの緩く北傾斜した地層はほぼ
水平に広がる河岸段丘堆積物の大礫～巨礫層に
より不整合に覆われる（写真⑦）。
上部の明灰黄色砂岩と“黒色砂岩層，，間の変化
と比較して桁違いに大きく，堆積環境の急激な
変化を示しており，後述する下浦波～田上地域
や犀川河床での大桑層一卯辰山層境界の層序的
位置の変更（吉岡ほか，1999など）に重要な示
唆をあたえるものである。
ＵＬＧの直上には砂岩を挟む層厚10ｍほどの
泥岩卓越層（楡井,1969のUMal）が発達し，さ
らに上位には礫岩の卓越する地層が累重してい
る。
Ⅱ大桑町西方における大桑層一卯辰山層境界
の識別と地質記載
本研究では,犀川中流の大桑橋の南西650ｍに
ある「大桑西方」の露頭（図１）で富樫丘陵西
縁と同様の大桑層一卯辰山層境界を識別した。
図２の右端（「大桑西方」の地質柱状図；原図
l/１００）に示すように，この露頭の最下部（南
側）は一部に細礫を混じえる暗黄灰色中粒～極
粗粒砂岩（層厚4.5ｍ+）からなり，３枚の灰白色
泥質凝灰岩～凝灰質泥岩簿層（5～25cm）を挟
む（写真①）。これらは犀川河床で“スコリア
砂層,，の上位に発達する大桑層最上部の粗粒砂
岩層に類似している。薄層の走向・傾斜はN60o
E・20.Ｎ，N56oE・’8.Ｎで，ほぼ同様に緩く北
傾斜する礫岩・泥岩。砂岩の互層（卯辰山層）
に整然と覆われる（写真②）。
上記の粗粒砂岩（大桑層）を覆う礫層（3.5ｍ）
の基底は不規則な形状で大きく波打ち，ところ
により80ｃｍの深さまで下位の砂岩層を削剥し
ている（写真③）。礫は中礫径の亜円～亜角礫
（写真④)でまれに大礫を含む｡礫種は流紋岩，
安山岩，片麻岩，砂岩，チャートなどで下部に
特徴的に下位の堆積岩層に由来する軟質の凝灰
質泥岩角礫（長径20cm）を含む。この礫層は富
樫丘陵北部（LocsO~2）の卯辰山層の基底礫層
（ULG）と同様の性状をもつもので，下底面が
大桑層一卯辰山層の不整合境界に相当する。
礫層の上方には層厚20ｍの砂岩。泥岩。礫岩
層が発達している。それらは下位より粗粒凝灰
m・犀川河床付近の大桑層一卯辰山層境界につ
いて
金沢周辺の大桑層一卯辰山層の地層境界につ
いては楡井(1969)が初めて大桑層最上部に限っ
て発達する特徴的な"スコリア砂層"に注目し，
その直上に累重する礫層（ULG）の下底面を
もって大桑層一卯辰山層の境界とし，両層が整
合関係にあることを示した。この境界の層序的
位置および層位関係はその後も多くの研究者に
受け継がれてきている。
しかしながら，この楡井（1969）の設定した
地層境界について近年，吉岡ほか（1999）は金
沢北東部下涌波～田上地域の大桑層一卯辰山層
の“整合境界”をULGの下底面ではなく“スコ
リア砂層，，の下底とする見解を示し,陰地(2004）
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も犀川河床でこの位置を大桑層一卯辰山層の漸
移境界として引用・踏襲している。
これに先立ち，山本（1995）は精度の高い地
質柱状図を示した上で，今井（1959）以来受け
継がれている犀川大桑橋直下付近の従来の境界
位置より380ｍ上流の犀川河床の,層厚にして５０
ｍほど下位にあたる“スコリア砂層”直上の砂
岩層の下底を両層の整合境界とした。そして
Ogasawara（1981）の暖流系「新期大桑動物群」
を含む従来の大桑層上部（北村,1994など）を新
たに「卯辰山層下部」とし，犀川河床では卯辰
山層基底の礫層（ULG）は浸食されて発達しな
いとした。
山本（1995,1996）は大桑層一卯辰山層は整合
関係にあり“スコリア砂層”の直上に境界があ
ることを前提としているが，既述のように富樫
丘陵西縁や角間町地域では"スコリア砂層（"黒
色砂岩層,，）が直上の礫層（ULG）の下底によっ
て削剥され薄層化～消失する地区がある（杉本
ほか,1999；杉本。濱高,2000）一方で，富樫丘陵
曽谷地区（LOC,9）のように“スコリア砂層，，の
上位に砂岩層が残存することが明らかにされて
おり（杉本,２０００），大桑層最上部に相当する地
層が犀川河床に残存して発達する可能性が大き
い。
さらにに山本(1995,1996)は高山ほか(1988)，
北村（1994）が犀川右岸で卯辰山層の基底とし
た「新期大桑動物群」産出層準の上位に見られ
る礫層が「明らかにULGではなく，卯辰山層の
上に不整合にのる水平な河岸段丘の基底礫であ
る」とし，この（犀川）地区では明確なULGは
存在していないとした。
しかし,図１に示した大桑橋上流150ｍの犀川
右岸に露出する大桑層の砂岩層を覆う礫層（写
真⑧）は，山本（1995,1996）が指摘した露頭に
一致するか否かは定かでないが，地層面が水平
ではなく，礫径も中礫程度で明らかに下位の大
桑層の砂岩と同様に北方へ緩傾斜している。さ
らにこの露頭では凝灰質泥岩薄層(5ｃｍ；Ｎ４０ｏ
Ｂ２８｡Ｎ)を挟む大桑層の細粒砂岩（3ｍ+）を上
位の礫層（２ｍ）の基底が削剥しており，南側を
削る浸食痕を隔てて僅かに斜交している。礫に
は下位の堆積岩層に由来する軟質の凝灰質泥岩
角礫（長径25cm）が特徴的に含まれる。礫層の
上位には「大桑西方」の露頭写真⑤に類似する
茶色の縞筋をもつ明白灰色の砂質～凝灰質岩
（1ｍ+）が発達する。この露頭全体の性状は先
にⅡに記載した「大桑西方」の地層境界部と酷
似しており，大桑層一卯辰山層の境界線は富樫
丘陵北部（山科)から「大桑西方(本研究地域)」
を経て犀川右岸のこの地点（写真⑧）へ連続す
るとみなされる。
なお，この露頭のすぐ南隣には大桑層上部の
砂岩層を覆って明らかに写真⑧の礫層（ULG）
とは異なる巨礫を伴う河岸段丘堆積物が発達し
ており（写真⑨），同様の性状の段丘礫層は犀
川右岸の各地で認められる。
Ⅳ、要約
（１）金沢市犀川中流域,大桑橋の南西650ｍに
位置する「大桑西方」の露頭で富樫丘陵北部地
域（Locs.O~2）と同様の性状をもつ更新統大桑
層一卯辰山層の不整合境界を識別し，地質柱状
図による不整合境界の対応・連続関係を示した
(図１，２)。
（２）犀川河床で近年見解が異なる大桑層一卯
辰山層境界の層序的位置について「大桑西方」
および犀川右岸の露頭観察（写真⑧）に基づい
て考察した。
（３）大桑層一卯辰山層の不整合境界線は富樫
丘陵北部（lLl科)から２km東方の「大桑西方(本
研究地域）」の露頭を通り，現在は露出のない
大桑橘直下付近の犀川河床を経て150ｍ上流右
岸（写真⑧の位置）へ連続するとみなされる。
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